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研究論文

「モ バ イ ル キ ッ ト」 に媒介 された 都市空間の パ ー ソ ナ ラ イゼ ー シ ョ ン
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要　　旨

　本稿で は，人々 が 日常的に持5 歩 くポ
ー

タブル デバ イ ス （「モ バ イル キ ッ ト」）が い か に都 市空 間 にお い て利 用され て い

る かを検 討 する。22 人の 調査協力者を対象に，携帯電話，音楽 プ レーヤー，ク レジ ッ トカ
ー

ド，ラ ッ プ トッ プ，PDA ，
lDカ

ー
ドと い っ た よ うな モ バ イル キ ッ トの 日常的利用 につ いて，イ ン タ ビュ

ーと同 行調査，そ して モ プロ グ によ リデー

タ収集 した。そ の上 で，人 々 の都市空 間にお ける行動が，い かに モバイル キ ッ トを介 してな さ れて いる か を分析 した い。
例え ば人々 は ，音楽プ レーヤーや 携帯電 話を用い て 電車内などの 空間を私的空間 と して再構 築 しよ う とする し，ポ イ ン

トカードや メ ン バー
シ ッ プカードで 消費 行 動の 「足 跡 」 を蓄積 す る。こ の よ うに モ バ イル キ ッ トは，都 市空 間の 持 つ 特

徴 を再構 築 し，私 的な 空 問を 形 成 す る。従来 の携 帯 電 話の 利用 に 関 する 研究 で は、主 に 対人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に 関 し

て焦 点が あ て られ てき た。本稿で はその 視点を拡張 し，場所や イ ン フ ラ と人 との 関係 を 媒介 す る 存在と して の ポ
ー

タ プ

ル デバ イ スの存 在 に注力 した。

Abstract

This　paper　repor ‡s　oll　an 　ethnographic 　study 　conducted 　in　areas 　around 　Tokyo 　where 　we 　tracked　22　peop ［e
’
s　use　of 　the　portable

o りjects；
“
mobile 　klts

う’．　By 　examining 　devices　such 　as　music 　players，　cr ¢ dit　cards ，　transit　cards ，　laptQp，　PDA 　and 　ID　cards 　in　addition
to　mobile 　phoncs，　this　study 　seeks 　to　understand 　how 　portablc　devices　construct 　and 　support 　an 　individual’s　activities ，　med ｛ating

relationships 　with 　peoplc，　places，　and 　infrastructures．　Mobile　kit　reshapcs 　and 　persona］izes　the　affordances 　ef 　urban 　space ，　Laptops
亡ransform 　caf6s ［nto 　pers  nal　spaoes ．　Reward　and 　membership 　cards 　keep　track 　of 　indivjduals’use 　ofurban 　scrvices ．　Music
players　a皿d　lnobile 　dev圭じ es 　colonize 　the　in−between　times　ef 　wajting 　and 　transit．　Our 　fbcus　in　this　p 巳per　is　not 　on 　the　relational

communication 　that 　has　been 亡he　fecus　of 　most 　mobile 　cornmuni じation 　studies ，　but　rather 　on 　how 　portable　devices　mediatc

re］atienships 　to　urban 　g．　pace　and 　infrastructures，　We　identify　three　genrcs　ofpresence 　in　urban 　spacc 　thaしinvolve　the 　cembination 　o 「

portable　media 　devices，　people，　infrastructures，　and 　locations：cocooning ！urban 　camping ，　se ］f−documenting 　and 　fbotprinting，

1．は じめに

　 こ れ まで の 都市空 間に お け る モ バ イル メ デ ィ ア 利用 に 関す る

研 究 で は，特 に 携 帯電 話が もた ら した 社会的変容 に焦点が あ て

られ て きた。携 帯 電話 に よ っ て もた ら さ れ た 重要 な変化 は，そ

れ ま で の 対 面式，ま た は 固定電話 に み られ る ロ ケ
ー

シ ョ ン ベ ー

ス の 対人 ネッ トワ
ー

ク の 構 築や維 持 か ら，遠 隔地 問の コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ンに よ る対 人 ネ ッ トワ
ー

ク へ と移 行 した点で あ る。こ

の 社会 的 イ ン パ ク トを受 けて，国内外 に お い て 携帯 電話 と い う

特 定 の モ バ イ ル メ デ ィ ァ を介 した 対人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に関

す る研 究が 蓄積 され，い くつ もの 興 味深 い 含意 が 得 られ て きた。

そ れ は例 えば，　Kopomaa に よる 「イン ス タ ン ト・コ ミ ュ ニ テ ィ 」
：1］
，hng 　and 　Yttriの 「ハ イパ ーコ ー

デ ィ ネー
シ ョ ン」

匚2］
，羽

渕 の 「テ レ
・

コ ク
ー

ン 」
［3］，仲 島 らの 「フ ル タ イム イ ン テ ィ メ

イ ト コ ミ ュ ニ テ ィ 」
4］
，松 田 の 「選択 的 入 問 関係 」

［5］
と い っ

た 形 で 概 念 化 され て きた。他 に も Ito　and 　Okabeで は，携 帯

電 話で コ ミュ ニ ケーシ ョ ン に従 事 す る話 者 の お か れて い る 状 況

を 「テ ク ノ ソ
ー

シ ャ ル 」な場 と して 定 義 し，コ ン テ キ ス トと コ

ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 構築の 関係 に つ い て 論 じて い る

匚6］。携帯

電話 利用 者 は，い つ で も ど こで も峙 問 や 空 間の 制約 を超越 して

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 参与する の で は な く，そ の 時々 の コ ン テ

キ ス トと相 互作 用 しなが らコ ミ ュ ＝ ケー
シ ョ ン を達成する 。 こ

れ は Goffman　
［’
．
や Meyrowitz ：呂〕

の ア プ ロ ー
チ を援 用 し た も

の で ，携帯竃 話 利用 時 に 私 的 なコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 枠 組 み と

社 会 的 な枠紲 み の ハ イ ブ リ ッ ドな場 に お い て 自 らの 実践 を交渉

す る過 程 で あ る。

　 また．私 的 な モ バ イ ル メ デ ィ ア の 利 用 が 公 共 空 間 に 及 ぼ す

影響 に 関 す る 研 究 も な され て きた が，その 中心 的な メ デ ィ ア

も携帯 電 話 で あ る。そ れ は 例 え ば，Ling 匚9］
，　Murtagh

匚10］
，

Weilenmann ［11］
に 見 られ る よ うに，携帯 電 話 を介 した私 的 な

モ バ イル コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が，公 共 空 間の 社 会的 な ル ール や

マ ナ
ーをどの よ うに崩壊，また は再 編 し て い る か とい っ た 問題

N 工工
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に注 力す る もの で あ る。また岡部 ・伊藤 で は，公 共空 間 の 中で

も特 に電 車 やバ ス な どの 公共交 通機 関 にお け る携 帯電 話 の 利 用

に 着 日 し．公 共 交通機 関に お け る携 帯電 話 の 利用 の 意味 が．歴

史的文脈 に おい て そ の 時 々 の 「社会 的 ア ク タ
ー

」 と と もに再 編

され て きた 過程 に つ い て 議 論 して い る
匸12］
。

　 こ の よ うに，公共 空 間 に お け る モ バ イル メ デ ィ ァ を取 り巻

く研究は，携帯電話を用 い た 対
．
人 コ ミュ ニ ケ

ー
シ a ン に 関する

もの や，私 的 な 携帯 電話 利用 と公 共空 間 の 関係 とい っ た 事柄 に

焦点化 されて きた 。 こ れ らの 課題 は 社会的な関心も高く．研究

対象 と して も非常に 重 要な もの とな りえて い る。しか し公 共空

問 に お い て 利 用 さ れ る モ バ イ ル メ デ ィ ア は 携 帯電話 だ けで は な

い 。私たち は，音楽プ レ
ー

ヤ
ー，本，ク レ ジ ッ トカ ードや 公共

交通 機関乗 車用 IC カード，メ ン バ ー
シ ッ プ カード，ポ イ ン ト

カ
ードな ど とい っ た ポー

タ ブ ル メ デ ィ ア を持 ち歩 き，都 市 空 間

の 中で 利用 す る、t また 都市 空 間 にお け る モ バ イル メ デ ィ ア を用

い た行為 も，対人 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン だけ に限 定 され な い 。 私

た ち は 日々 ，レ ス トラ ン ，各種 店舗 な どの 商業 施設 とい っ た 場

や都 市 空 間の イ ン フ ラ と接 点 を保 つ た め に モ バ イ ル メ デ ィ ア を

利用 し，都市空間 を移 動 し，都市空闘 に 「棲息」する 。 例えば，

．駅 の 改 札 口 に て IC カ
ー

ドを 用 い て 都 前の イ ン フ ラ に ア ク セ ス

し，混雑 した 電 車内 を音楽プ レ
ー

ヤ
ー

と と もに 「私 的 空 間 」 を

構築する こ とで 占有化 し，カ フ ェ で ラ ッ プ ト ッ プ をひ ろ げ，スー

パ ー
の よ うな 店舗で ポ イ ン トカ

ー
ド を提 示 す る こ とで そ こ に

「足 跡 」 を残す。携帯 電 話以外 の モ バ イル メ デ ィ ア もまた，ロ ー

カ ル な社会的 イ ン フ ラ と関係 した行為 を達 成 する ため の イ ン タ

フ ェ
ース となっ て い る の で あ る。また「司時 に，携 帯電話 とい う

モ バ イル メ デ ィ ア も，対 人 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン だ けで は な く，

都 市 空 間にお け る様 々 な行 為 を可能 にす る。こ の ように，都 市

空間 で の 行為 と様々 なポータブル メ デ ィア と は 不 可分 な関 係に

あ る。

　都市空 聞 と様 々 なモ バ イル メ デ ィ アの 関係 を調 査 して きた社

会科 学 的 な研 究 は少 しずつ で はあ るが展 開 され て きて い る。そ

れ は例 えば du　Guy らに よ る 「ウ t 一ク マ ン 」 の 利用 に 関す る

研 究 に み ら れ る
1
’
131
。彼 らは，レ ス トラ ン や 映 画館，公 共 交 通

機 関の よ うな 「出会い 」の 場 に お い て，ウ ォ
ー

クマ ン の よ うな

音楽 プ レ
ー

ヤ
ー

が ス トリ
ー

トの 文化を どの よ うに 再編 し，また

そ の 場 の マ ナ
ー

や ル
ー

ル に どの よ うな影 響 を与 え る か に つ い て

研 究 して い る。また他 の モ バ イ ル メ デ ィ ア に 関す る研 究 と して

は、近年 の 電子 マ ネーの 利 用 を対
．
象 と した Mainwaring 　et　al

匚1n］

や．Cooper 　et 　al
［15］

に み る こ とが で きる。さ ら に は，現 実 の

都市空 聞 を 移動 す る こ と で 動 作可 能 な オ ン ラ イ ン 型 の ゲ
ー

ム に

関する 研究 と して，Licoppe　and 　Inada ．1G．
な どが あげ られ る。

　 先に あ げ た 携帯電話 は，対人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の た め の

機 能 の ほ か に，カ メ ラ，高 機 能 な ゲ
ーム ，ス ケ ジ ュ

ー
ラ
ー，

Web ブ ラ ウザ や ア プ リケー
シ ョ ン な どを含 む 多機 能 デバ イス

とな っ て い る，，こ の 中 で ，携 帯 電話 の メ ール や通 話以 外の 機能

に 関 す る研 究 と して ，カ メ ラ 機 能 に 着 目し た もの は 少 な くな い

（Kindberg，et 　al
．171，Koskinen

「lsl
，Ling　and 　JulsurdLIP］，　岡部

・

伊 藤
［
’
to］
、水川

「±n
な ど）。ただ し こ れ らの 研 究 に おい て は，写

真 や 画像 の ア
ー

カ イ ビ ン グ に 関す る 実践 につ い て 論 じられて は

い る もの の ，岡部 ・伊藤に も見 ら れ る よ うに 携帯電話で 収集 さ

れ た写 真 を用 い た 対 人 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に 注力 した もの が 多

い
：2じ］

c

　今 日で は，例 え ば 「お サ イ フ ケ
ー一

タ イ」に み られ る よ うな

モ バ イ ル メ デ ィ ア は，都市 空 間 に お け る 経 済活 動 を変 化 させ ，

ipodの よ うな 音楽プ レ
ー

ヤ
ー

や PDA な ど も，都 市 空 間で の 行

動を支 える重 要なモ バ イ ル メ デ ィ ア とな る。しか しこ の よう な

モ ノ を介 した社会 的 実践 につ い て は あ ま り関心 が は らわれず 等

閑視 さ れ て きた。筆者 もこ れ まで は モ バ イル メ デ ィア を介 した

社 会 的実践 と して，主 に 対 人 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に焦 点 をあて

て きた。しか し，今 H の 情報 機器 の 発展 を鑑 み る と，携 帯可 能

な ICT を介 した 都 市 空 間で の 社 会 的実 践 の 姿 を 幅 広 く記 述 し

て い く必要 が あ る と考 える，，そ こ で 本稿にお い て は，携帯可能

な ICT が都 市 空 間 に お け る 日常 的 な行 為 を ど の よ うに媒 介す

る か に 着 目 した い 、、そ の 際 　こ れ まで 中 心 的 に焦 点が あ て ら れ

て きた 携帯電話 だけで は な く，人々 が 都市空 間を移動する 中で

用 い て い る携帯可 能な モ ノ を広 く研 究対 象 とし て い く、、

　 ま た 先 述 し た よ うに，本 稿 で は 対 人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に

限定せ ずに ，都市空 間にお け る 実践 に 広 く焦 点 をあ て る。対 人

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は，ユ
ーザー

が 周 囲の 状 況 や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 相手 との 社会 的 関係 相手 の 状 況 を意 識 しなが ら行 う

社会的 実践で あ ろ う。一方で 都 市 の イ ン フ ラ や 場所 とモ バ イル

メ デ ィ ア の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に つ い て は，ほ と ん ど無自覚に

行 っ て い る 場 合 が 多 い 。Star は，イ ン フ ラ と人 々 の 実 践 に 関

す るエ ス ノ グラ フ ィ 自体 はつ ま らな い か もしれ ない が，日常生

活 に 埋 め 込 ま れて 空気の よ うな存在で ある イ ン フ ラ との 社会

的実 践 を 分析 す る こ と は 重 要 で あ る と述 べ る
「221．：そ れ は 私 た

ちの 社会生 活 にお け る 基本的な 「足場」で あり，Dourish　and

Bel1 は，都市空間の イ ン フ ラ と私たちの 社会
一
文化的実 践がい

か に相 互 反映 的 に織 り重 な っ て い るか を研 究 す る 必要性 を 指摘

して い る
：t’：］。以 上 の よ うな視 座 に 則 り、本稿 で は，モ バ イ ル

メ デ ィ ア 研究 を，対 人 聞 か ら場所や社会 イ ン フ ラ との 関係に 拡

張す る こ とを試み る。以下 で は，今 日的 な都市生 活者が持 ち歩

き，情報へ の ア ク セ ス や 収集を媒介す る モ ノ を 「モ バ イル キ ッ

ト」 と呼び．携帯電話だ けで は な く多様 なポー
タ ブル 情報 機器

まで を対象 とする。そ うするこ とで，こ れ らの 「モ バ イル キ ッ

ト」 が 都 市空 間に お ける私 た ちの 経験 を形 作 る 多様な方 法 の

理解 を試み る。

2 ．方 法

　こ の 研究 は ダイ ア リベ ー
ス の 方法 を用 い る。Ito　and 　Okabe

や Okabe で は，携 帯 電話 の 利 用履 歴 や カ メ ラ付 携 帯電話 の 利

用 に 関す る研 究 に お い て，Grinter　and 　Eldridge
．24．

を援 用 し

た コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ダイ ア リの 手法を用 い て い る

．
51
．
25
．
1
。 こ

れ ら の 研 究で 用 い られ た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ダ イァ リは，携帯

電 話 の メ
ー

ル，通 話，Web ，写 真利 用 時 の 時 間 や 内容，コ ン テ

キ ス トの 詳細 が 分か る よ う に 記 録 す る もの で あ る、，本稿 で は ，

コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン ダイア リの 乎法 を援 用 し，携 帯電 話 に限定

せ ず 目常 持 ち歩 い て い る モ バ イ ル キ ッ ト全般 の 利 用記 録を対象

N 工工
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と した 。 その た め，携帯 電 話利 用履 歴 の み を記録 す る Ito　and

Okabe な どで は 紙 上 で の 記録 を求 めて い た
［6］

もの を．本研 究

で は MovableType を 用 い た 「モ プ ロ グ （moblog ）」 形 式 を利

用 し，調査対象者自身の携帯電話の メ
ー

ル 機 能か ら記録 で きる

よ うに した。

2，1　調査 の 流れ

　調 査の 流 れ は 以 下 の 通 りで ，下 記 1）か ら 4）まで で 1 セ ッ シ ョ

ン と なる。

　1＞初 回イ ン タ ビ ュ
ーと して，調査対象者 に イ ン タ ビュ

ー
の

　　 日の カ バ ン や ポ ケ ッ トの 巾身 を見せ て もら う。普段持ち歩

　　 い て い る もの に つ い て ，1 つ 1 つ 確 認 し，どの よ うに 口 常

　　使 っ てい るか，ま た は携 帯 して い る理 出 な ど に つ い て イ

　　 ン タ ビュ
ー

を行 う。 時 間 は 1時 問 か ら 2 時 間程 度 で あ る。

　　 モ バ イ ル キ ッ トは 調 査 対 象 者 の 了解 を得 て 写 真 に 記録 し

　　 た 。

　2） モ プ ロ グ 形式で 2 日問 モ バ イ ル キ ッ トを利 用 した際 に，

　　専 用 の モ プ ロ グ サ イ トに 投稿 可 能 なメ ール ア ドレ ス に 送信

　　 して もら う、，以 下 の 図 1 の よ うに，調 査 対 象者 は 何 か モ

　　バ イ ル キ ッ トを使用 した と きに，そ の モ バ イル キ ッ トの 写

　　真 を撮 り，あ わせ て 簡単 に周 囲 の 状 況 を テ キ ス トで 記 録 し

　　て投 稿 する。

　3）モ プ ロ グを行 う 2 日間の うち．また は別の 日 に，半日 「シ ャ

　　 ドウ イ ン グ」に よ る 追跡 調査 を実 施 し た。こ れ は．調 査 者

　　が 調 査対 象 者 の H常 的 なル ー
テ ィ ン に 同行 させ て もら う手

　　法で あ る。調査対象者 に よ っ て シ ャ ドウイ ン グの 日の 行 動

　　内容 は様 々 だが，買 い 物，食事，通勤通学，余暇 な ど の 様

　　子 が観 察 さ れ た。シ ャ ドウ イ ン グ の 時 間 は 連続 し た 4 時

　　間 か ら 5 時 問程 度 で あ り，な る べ く多様 な 時問帯で 調査

　　で きる よ う試 み た。

　4）半 日の シ ャ ドウ イ ン グ と 2 日間 の モ プ ロ グ を終 え た 後，

　　調 査 者が デ
ー

タ を確認 し た 上 で 事後 イ ン タ ビ ュ
ーを実施 し

　　た。これ は調査 対象者の モ プ ロ グ デ
ー

タ を調 査者 と 調査対

　　象 者 とで
一

緒 に 見 返 し な が ら，投稿 さ れ た 写真 と テ キ ス

　　 トか らそ の 時 の コ ン テ キス トに つ い て よ り詳細 に イ ン タ

　　ビ ュ
ーで掘 り下 げ た。なお，以 下で 使 用 す る イン タ ビ ュ

ー

　　デ
ー

タで は，調 査対 象者 の 発 話 内容 につ い て 語尾 な どを読

　　み や すい よ う修正 して い る。

：魏響
6−°8722吻 ・§7＋c91

：驪 野
欟 ・12 ・5猟 ・

・ Ke》幡 崩 1説明会をレ龜尸ド，　　 ・ Key 脚 「tis．今日ね新横浜までと

図 1　モ プ ロ グの 例

2．2　調査 期間
・
調査対象者

　調 査 期 問 は 2005 年 4 月 か ら 2007 年 12 月 ま で の 約 3 年 間

で あ る。2005 年の 時点で 首都圏に在住 して い た 15 歳か ら 52

歳 まで の 男 女 22 名 を対象 と した。調査対象者 は 少な くとも 1

回は上 記 の セ ッ シ ョ ン を行 っ て お り，最 も多い 調 査対 象者 は 3

年 間 の 調査 期 間 の うち 4 回調査 を依頼 し て い る （平均 で 1 人

に対
．
して 2．68 回調査 を実施 した）。1 人 の 調査対象者 に対 して

継続 的 に複 数回 調査 を実 施 して い る 理 由 の 1 つ は，就 職，転 職，

進学．異 動 な ど に よ る生 活環境 や 生活 ス タ イル の 変化に よる 実

践 の 変化 を見 るた めで あ る。また，3 年 の 間 に様 々 なポータブ

ル デ バ イ ス が 登場 し普及す る た め ，調 査対象 者 が所持 す る モ バ

イ ル キ ッ トの 変化 に つ い て 縦 断的 に デ ータ を収集 して い くた め

で ある 。

　調 査対象者の 属 性は 次 に 示す 通 りで あ る。な お年齢 は初 回の

セ ッ シ ョ ン の 時 の もの を記 載する。調査 対象者 は そ れ ぞ れ，社

会 入男性 4 名 （50代後半，52歳．30歳，23 歳），主婦 4 名 （50

代，50代，40 代，40 代），社 会 人 女性 2 名 （24 歳，24 歳 ），

大 学 生 ・大学 院 生 男 性 5 名 （1．9 歳，20 歳 21歳 23 歳，24

歳 ），大 学 生 女 性 2 名 （19歳，22 歳 ），高校 生 男性 1名 （18

歳 ），高校 生 女性 2 名 （18歳，17 歳），中学生男性 1 名 （15 歳），

中学 生 女 性 1 名 （15歳 ） とい う内
．
訳 とな っ て い る、未 成年 の

調 査対 象者 につ い て は，本 人の 承 諾 に加 えて ，親 の 承 諾 も得て

調査 を実施 した 。

　調 査 対 象者 は 完 全 に 無作 為 に 抽 出 され た わ けで は ない 。プ

ラ イ ベ ー
トな内容 を含 む調 査内容 の た め ラ ポール の 形 成 を意

識 し，筆 者 の 知 人 に 紹 介 して も ら う形 で 調 査 対象者の 選 定 を

行 っ た。その 上 で．性 別 がだ い た い 半 々 に な る よ うに 選 定 した。

30 代 以 上 に比 して 20 代 の 調査 対 象者が 多い が，こ れ は こ の 世

代が 持ち歩 くモ バ イル キ ッ トの 数 利用 頻 度 と もに高 い た めで

あ る。また 都
’
市空 間で の 活動や移 動 も他 の 世代 に 比べ て 多 く．

モ バ イル キ ッ トの 文化 を 牽引 す る存在 で あ る と 考 え た た め で あ

る。

3 ．モ バイ ルキ ッ トを介 した 都市 空間 に おけ る

　 　実 践の マ ネ ジメ ン ト

　 モ バ イ ル キ ッ ト を 利 用 し た 際 に 携 帯 電 話 か ら モ プ ロ グ投 稿

用 の 指定 ア ドレ ス に メ
ー

ル を投稿 して もら っ た の だが，こ の 1

日の 平均 投 稿 数 は 13．53 回 （SD ＝4，21）で あっ た 。 2 日間通

して の 最 大投 稿 回数 は 20 代 の 大 学 院 生 の 男性 で 57 回，最小

投稿 回数 は 50 代 社 会人 男性 で 9 回で あ っ た。

　 こ こ か ら は，調査 対 象者 の よ る モ プ ロ グへ の 投 稿 データや，

そ れ に 伴う事前事後イ ン タ ビュ
ー，そ して シ ャ ドウ イ ン グか ら

得 ら れ た デ
ー

タ に基 づ き，彼 ら が ど の よ うに モ バ イ ル キ ッ トを

利用 して い るか詳述 する。注力す る点は，人 々 が 自宅 や 会社以

外の 場 で ，モ バ イル キ ッ トに 媒介 されて 実 践．して い る とこ ろ で

ある。

　ま ず，調 査対象 者 が モ プ ロ グ へ 投 稿 した 被写 体 と な っ て い る

モ バ イ ル キ ッ ト を類 似 の カ テ ゴ リご と に分 類 した 。 その 結 果，

最 も投稿 数が多か っ たモ バ イル キ ッ トは 「携
．
帯電話」で 16．8％
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で あ っ た。次 に 「suica ，パ ス ネ ッ ト、定期 券」な どで 10，7％，「ク

レ ジ ッ トカ ード，ポイ ン トカ ード，キ ャ ッ シ ュ カ
ードj な どの

9．9％ と 続 き，以 下，「ノ ート，書類 」 な ど の 8，3％，「音 楽 プ レ ー

ヤー」の 7．9％，「手 帳，PDA 」の 7，6％，「本，雑 誌，新 聞 」の 6，8％，

「デ ジ タル カ メ ラ，チ ェ キ」の 6．1％．「ゲーム 機」 の 4．5％，「ラ

プ トツ プ」 の 3．0％ と続 い た
u ：：。

　 次 に，イ ン タビ ュ
ーデータか ら得 られ た利 用 目的 i利用 状 況

を も と に，上 述 の モ バ イ ル キ ッ トの カ テ ゴ リをベ
ー

ス に して

大 カ テ ゴ リ を 抽 出 した 。そ の 結 果 3 つ の 特 徴 的 な大 カ テ ゴ

リが 抽出 され た
：2：1

。 な お，特に 携帯電 話 の カ テ ゴ リに 関 して

は．そ の 多機 能 性 ゆ え 3 つ の 大 カ テ ゴ リ に 重 複 す る。1 つ 目

は，「携帯 電話 ⊥ 「音楽 プ レ
ー

ヤ
ー
」，「ノ

ー
ト，書類⊥　「手帳，

PDA 」，「本，雑誌 新聞」，「ゲ
ー

ム 機」．「ラ ッ プ ト ッ プ」 な

どを用 い る 行 為群 で あ る。こ の カ テ ゴ リ は，こ れ ら モ バ イ ル

キ ッ トを用 い て，例 え ば電車 内 や 喫茶 店 な どに お い て 1）都 市

空 間 を私 的 空 間 と して 再 構築する 実 践で あ る。2 つ 目の 大カ テ

ゴ リ は，「携帯 電 話⊥ 「ノ ート，書 類⊥ 「デ ジ タ ル カ メ ラ，チ ェ

キ 」 な どの モ バ イル キ ッ トか らな り，こ れ らは 2）都 市 空 問 に

お け る情 報 収 集 の 目的 で 利 用 されて い た。1） と 2） は、情 報

を利 用 した り閲覧 した りす る こ と が 目的 か，情報 を収集す る こ

とが 目 的か で 分類 して い る。さ ら に 3 つ 目の 大 カ テ ゴ リ は，「携

帯電話⊥ 「suica ，パ ス ネ ッ ト，定期 券⊥ 「ク レ ジ ッ トカ
ー

ド，

ポ イ ン トカ
ー

ド，キ ャ ッ シ ュ カ
ー

ド」な どの モ バ イ ル キ ッ トか

らな り，こ れ は 3）祁 市 空 間 に 「足 跡 」を つ け る 実践 と名付 け

る。こ の カ テ ゴ リ は．E記 の 2 つ に 比 し て，都市空 間 で の 経済

活 動 の 意味が強 い もの と し て 区分 され る。

　 以下 で は，こ れ ら 3 つ の 観点 に つ い て，各 々 詳 述す る。

3，1　 都 市 空間 を私 的空 間と して 再構築す る

3．1．1　 コ ク
ー

ニ ン グ

　モ バ イル キ ッ トを持 ち歩 く主 な 理 由の 1 つ は ，物 理 的 な 空間

や そ こ に居合 わせ た人 々 との 「境 界」を構築する とい う点に あ

る。それ は，彼 らが 例 えば電 車 内の ような場 に お い て ，私 的 な

「コ ク
ー

ン （cocoon ＞」 を形 成 しよ う と して い る こ とか ら見 て 取

れ る 。 「コ クーン 」 と は 「繭 」や 「居 心 地 の い い 場」 と い っ た

意味 を持つ
。 本稿で は，「都市空 間 にお い て ，他者 との 相互 行

為 をな る べ く控えて 私 的空 間 を 形成す る 」 こ と を 「コ ク
ー

ニ ン

グ （cocooning ）」 とい う概念 で 示 す。こ の 「コ ク
ー

ニ ン グ 」の

実践 に 関 して は，こ れ まで 携帯電話 を介 した親 しい 人 ど うしの

つ なが りの 場 につ い て 論考 さ れ て きて い る。例 えば羽 渕 は，地

理的 ・時 聞 的制約 を離 れ，人が 絶 え問 な くメ ン テ ナ ン ス を行 い

続け る親密圏 を「テ レ・コ ク
ー

ン 」と 呼 び，携帯 電話 の 通 話 や メ
ー

ル に よる 実践 を記述 して い る
匚3］。人々 は，携帯電話 に よ る コ ミ」．

ニ ケ
ー

シ ョ ン だ けで は な く，さ ま ざまな モ バ イ ル メ デ ィ ア に よ

る コ ク ーニ ン グの 実践 を通 して，都市空 間の 中 に 私的 な 「テ リ

トリー」 の 境 界 を構 築 して い る よ うに 見 て取 れ る。モ プ ロ グの

投稿 を 見 る と，1 人で 電車 内 や 喫 茶店 な ど に い る 場合 に，携帯

電 話 を用 い て テ キ ス トメ ッ セ ージ を 送 受信 した り，Web ブ ラ

ウ ジ ン グ して い る よ うな状況 が多 く観察 された 。 携帯電 話 は コ

ク
ー

ニ ン グの ため の テ ク ノ ロ ジーと して 見や すい が ，他の 様々

なモ バ イル キ ッ トもまた，都 市 空 間 におけ る コ クー
ニ ン グ と い

う社 会 的 機能 を持 つ 。そ れ は本，新 聞，雑 誌 とい っ た 紙 媒体，

そ れ に 音 楽 プ レ ーヤーや PDA ，ラ ッ プ トッ プ な ど の デ ジ タ ル

機器 で あ り，そ れ らを用 い て，そ の 場 や居合 わ せ た 人 々 との 相

互行 為 か ら 自身 を 「隔離 」 しよ う とす る 事例 が 見 て 取 れ た。

［24 歳　 大学 院生 　男 性］

　夜，大 学 か ら 自宅 に 帰 る ま で 40 分 間 電車 に 乗 る ん で す が，

そ の 時 間が とて も苦痛 。 な の で ，大学 の PC で ipodに ポ ッ ドキ ャ

ス トの コ ンテ ンツ を ダ ウ ン ロ
ー

ドし て い くん で す、、そ れ とモ バ

イ ル mixi 〔（SNS サ イ ト））の 友人 の 日記に コ メ ン ト しな が ら

帰る と 4G 分間 が 早 く感 じ る。

　（（ ））内は著者に よ る加 筆。以下 同。

［25 歳 　社 会人 　女 性］

　趣 味で 同人誌 を書 い て い る の で す が，電車 の 中は結構 文 章 と

か適 当 な タ イ トル とか を考 え る よ うに して い ます、，そ して ，思

い つ い た もの は ケータ イにメ モ す る よ うに して い ます。紙 に メ

モ しち ゃ うと周 りの 人か らも見 えて しま っ て 恥 ずか しい の で ，

ケ
ー

タ イ を使い ます。 そ して ，営業に 出た 昼 休み の フ ァ ミ レ ス

な ん か で．時間の あ る と きに ノ
ー

トパ ソ コ ン にが
一

っ と ま と め

て 打 っ た りします 。 時問 もつ ぶ れ る しc

　こ の よ うな 事例 に み られ る よ うに，電車 や 街 中 な どの 公共

空 間 に お い て ，音楽プ レ
ー

ヤ
ー

や ラ ッ プ トッ プ を使 っ た り，

SNS サ イ トを閲覧 した り携帯 電話 をメ モ 代 わ りに 使 い なが ら，

私 的 な空 問 を構 築 しよ う と して い る よ うで あ る。調査対 象 者 は，

高校 生 で あれ社 会人 で あ れ，また通 勤 通学 の 移 動距 離 に かか わ

らず，公 共 空 聞にお い て 私的 な空 間 を構 築 す るた めの モ バ イル

キ ッ トを持 ち歩い て い た 、1 回 目の 調査 に お い て．調査対象者

の 約 68％ （15 人）が ，音 楽 プ レ
ー

ヤ
ーを持 ち歩 き，86％ （19 名）

が雑誌 や 書籍，新聞 な どを持 ち歩 い て い た。コ ク
ーニ ン グ は個 々

人 が コ ン トロ ール 可 能 なメ デ ィ ア や デバ イス を通 して 、ある特

定 の 意 味 を持つ 場 を構 築 す る実践 で ある。こ の 意味 あ る場 とは，

周 囲 に 居合 わ せ た 他 者 に 配慮 し つ つ
一

時 的 に 公 共 空 間 を 占有 し

た結果 構築 され る私 的 な空聞で ある 。

　モ プ ロ グ の 投稿で は ，電車 に乗 っ て い る 時 や，明確な 目的 を

持 た ず時 間 をつ ぶ さな けれ ば な らない 時 に コ ク
ー

ニ ン グ の 実践

が よ く見 られた
〔：〕。H 本 の 電車内空 間 とい う場 で は，静寂 を保

ち，周 囲 の 人 々 へ の 迷惑 と な らない よ う振 る舞 うこ と が社会 的

に 期待 され て い る。多 くの 人 々 が 「自分 が 規 範 を 遵守 し て い る

こ と 」 を周 囲 の 人々 に と っ て も観察可 能に な る よ うに振舞う。

富田 や 岡部
・
伊藤で も，その よ うな参与者の 努力に よ っ て 電車

内の 規 範　もし くは マ ナ
ー，ル

ー
ル が 保 た れ て い る こ とが示 さ

れて い る
L2fi亅 L12」。よ っ て ，モ バ イル キ ッ トを介 して 私 的 な空 間

を構 築す る際 に おい て も．電車 内 で 実践 的 に保 たれ て い る規範

を侵 さない 範 囲 で なけれ ば な らな い 。

　 彼 ら は モ バ イ ル キ ッ トの 利用 を 通 して ，同 じ電 車 内 に 居合 わ

せ た 近 隣の 他者に 配慮 しなが ら も，電車内空 間 とい う物理 的な

場へ の 関与か ら効果的 に 逃 れ よ うと し て い る と考え られ うる。
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人 々 は 私的なモ バ イ ル キ ッ トを用 い ，Goffmanの 言 うと こ ろの

「関 与規定」に 抵触 し な い 範囲 で 公共 空 間 と私 的 空 間の 境 界 を

維 持 して い る と推 察で きる
17］。イ ン タ ビ ュ

ーデ
ー

タ か ら は，モ

バ イル メ デ ィ ア に 媒介さ れ た コ ク
ー

ニ ン グ の 実践 が ，街中 の移

動 や 喫 茶店 な ど の 場 に お い て も行わ れ て い る こ と が 示 さ れ た 。

そ れ は，あ る場 所 で 時 間 を埋 め なけ れ ば な ら な い 状況 で あ り，

その ような機 会 に モ バ イ ル キ ッ トを用 い た コ ク
ー

ニ ン グ が 機能

して い る と考 え られ る。以下 の 調査対 象者の 事・例 に あ る よ うに，
コ クーニ ン グは 「単 なる時 間つ ぶ し」 を，その 人 に と っ て よ り

生 産 的で豊 か な もの にす る こ と を志 向 した実践 とい え よ う。

［32 歳 　祉 会人 　男 性 1

　朝起きた ら，ネッ トか ら好 きな祉 説や 天声 人語 の よ うな もの

をコ ピペ （（コ ピーア ン ドペ
ー

ス ト））して PDA に 転送 して 持 っ

て行 っ た り，あ と最近 で は ケ
ー

タ イの こ 一・t・一ス が 充実 して きて い

る の で，そ れ で 読ん で い ます。 電車は 混ん で る け ど，読 み た い

ニ コ ．一ス をチーT．ッ ク しなが ら行 きたい とい う気持ち もある の で 。

3．1．2　アーバ ン キャ ン ピン グ

　 コ クーニ ン グ は，通 勤や 通 学や 時 問をつ ぶ すた め に 仕方 な

く居 合わ せ なけれ ばな らない 場合 の 実践 で あ っ た、、一．・方 で調 査

対 象 者 の モ プ ロ グの データや イ ン タ ビ ュ
ーか らは，都市空 間

の
一

部 を
・．．．一

定 時 間積極 的 に 占有 しよ う とす る実 践が 見 て 取 れ

た 。主 に 仕事や勉強 をする た め に 喫茶 店や 図書 館，フ ァ ミ リ
ー

レス トラ ン の よ うな 場 に 意 図的 に 向か い ，比較 的 長時 間そ こで

過 ご す 実践 で あ る。こ れ は言わ ば都市空 間に 「棲息」 も し くは

「キ ャ ン プ」 を張 る と も表現可 能 な実践 で あ り，ラ ッ プ トッ プ

や PDA ，ノ
ー

ト，手 帳，紙媒 体 の 資料．携帯 冠話，音楽 プ レ ー

ヤ
ー

な ど と い っ た モ バ イ ル キ ッ トと と もに 実現 され る。以下 は，

30 歳の 男性の モ プ ロ グ とそ れ に伴うイ ン タ ビ ュ
ー

か ら得 られ

た デ
ー

タで あ る。写真 は 午前 5 ：50 に投稿 さ れ た も の で あ る が，

前 の 日 の 夜 か らず っ と フ ァ ミ リ
ー

レス トラ ン に い て 仕事 を して

い た との こ とで あ っ た。

［30 歳　社 会 人　 男性 ］

　夜 ご飯 を食べ て，そ の ま ま仕 事 とか た まに勉 強 した りす るた

め に，あえ て フ ァ ミ レス に行 くこ とが た まに あ ります 。家に 帰 っ

ちゃ うと仕事 が で きな い し，ち ょ っ とが や が や し た所 の 方が 脳

が活 性化する の で ，ノ ートパ ソ コ ン を持 っ て 出か け ます。

◎ 煢 m β ：盆　 一12−・1＄e＄i5｛）蓬圓

◆ OSCireggsr　　　
ノ

　　 鞴

◇ ＄CePt鱒 r禽 タ

響響灘 禰 嘩　　　織

図 2　30歳 の 男性の モ プ ロ グ 投稿例

　 こ の 調査 対
．
象 者 は，夜仕 事 をす る ため に あ えて ラ ッ プ トッ プ

や 資料 な ど彼 向身の 「情 報環境 」 とと もに レ ス トラ ン に 向 か っ

て い る。そ して 朝 まで そ こで 過 ご して い る。こ れ は，街中や 電

車内で み られた コ クー
ニ ン グの よ うな状 況 的で ユ ビ キ タス な実

践 と は異 な り，あ る特 定 の 場 で
一

定時 問 「棲 息」 す る実 践 で あ

る。こ の よ うな 実 践 を 行 っ て い る 調 査 対象 者 は 20 代 30代 の

営業職で あ っ た り，比較的自由に仕事 を調整で きる よ うな立場

に あ る者 で あ り，男女 に共 通 に 見 られ た。

　先 の コ ク
ー

ニ ン グの 事例 は，心 地 よ くな い 空 間，望 ま し くな

い 環境を シ ャ ッ トア ウ トする ため に モ バ イル キ ッ トを利用する

実 践 で あ る と述べ た。一方 で こ の 事例 に つ い て は，ラ ッ プ ト ッ

プや 音楽 プ レ ー
ヤ
ーの よ うなモ バ イル キ ッ トを用 い なが ら，望

ま しく心 地 よい 場所 に あ る
一定 時 間 「棲 息」す る こ とに価値 を

見出 して い る。

［24 歳 　社 会人　女性］

　営業で ，1U にだ い た い 2 社行 くこ とが 多い の で す が，昼 食

を と る と き は 次 に行 く会 社 の そ ば に フ ァ ミ レ ス が ない か検索 し

ます 。 フ ァ ミ レス が
一

番仕事 しやす い し，コ
ー

ヒ
ー

もおか わ り

で きる の で，で きる だ け フ ァ ミ レス に 入 る よ うに して しまい ま

す。そ こ で メ
ー

ル をチ ェ ッ ク し た り説 明 に 必 要 なパ ワ
ー

ポ イ ン

トの 資料な どを確認 して，それ で も時間 が 残 っ て い た ら，趣味

で や っ て い る 自分 の Web ペ ージの デ ザ イ ン なん か を考え た り

す る 時 間 に あ て ます。

［21 歳 　大学 3 年生 　女性 ］

　〔（都内 の ））大学か ら 〔（神奈川 県の ）） 自宅 まで 帰る ときに，

真直 ぐ帰 らな い で 乗換 駅 の 渋 谷 で い つ も決 まっ て イ タ トマ の カ

フ ェ に 行 きます。そ こ で ち ょ っ とお茶 して音楽聴 きなが ら，一

人 で 手 帳 に予 定 を書 き込 ん だ り，口記 を書 い た り した りす るの

が とて も重要 な時 問 な ん で す。

　喫茶店や レ ス トラ ン と い う場 にお い て は，仕事や 勉 強 な ど の

目 的で
一定 時問 私 的 な 空 間 を構築す る た め に 特有の 環境 を提供

し て い る 所 もあ る。調 査対 象者 ら は 彼 らの 情 報機 器 を持 ち歩い

て 特 定 の 場所 に 出向 き．それ とと もに い わ ば 「アーバ ン キ ャ ン

ピン グ」 を行 っ て い る。調 査対 象者 た ちが，都市 空 間の 中で の

キ ャ ン ピン グ に適 した 場所 を 自分 な りに探索 して い る こ とは 興

味深 い
。 調査対象者に と っ て その 場 は 01denburg の 言 う 「第

3 空 間」 とな っ て い る の か も しれ な い
：27］

が ，こ の 第 3 空間 の

よう な私 的空 間 とは，場 の 特徴 や イ ン フ ラ，モ バ イ ル キ ッ トが

相 互 に 影 響 した結 果 と して構 築 され て い る と 考え られ る。

　こ こ まで 見て きた コ クーニ ン グや キ ャ ン ピ ン グは，勿論 デ

ジ タ ル デバ イス だ け に 特権的 な行 為で は な い 。過 去 に は，そ し

て 事例 に も示 した よ うに，例 え ば 新 聞や紙 の 手帳 化粧 品 な ど

を用い て 私的空間を構築 しよ うとする 人 び とは 少な くない だ ろ

う。た だ し，この 私 的 空 間の構築 に用 い られ る モ ノ と して ，特

に 若 い 層 を中心 に デ ジ タ ル な情報 デ バ イス が 選択 され て きて い

る。こ れ は，携 帯 電話 や ラ ッ プ トッ プ，PDA と い っ た モ バ イ

ル キ ッ ト を介 して ネッ トワークに アクセ ス 可 能で あ る理 由が大
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きい と考 える 。 す な わ ち，ネッ トワ
ー

ク に繋が る モ バ イル キ ッ

トを持 ち歩 い て い れ ば，状 況 に あ わ せ て コ ン テ ン ッ が 取得 可 能

で あ り．多様な 形態の コ ク
ー

ニ ン グ や キ ャ ン ピ ン グが可能 とな

る 。 デ ジ タ ル な モ バ イ ル キ ッ トは，新聞の ようなモ バ イル キ ッ

トと異 な り，状 況 に 応 じた 行動 を可 能 に す る と考 える。

3 ．2 　特定の 場に おけ る情報収集

　次 に 言 及 し た い カ テ ゴ リ は．主 に 携 帯 電 話 を用 い て 都市

空 間 に お い て 行 わ れ て い る，さ ま ざ ま な 情 報 の 収 集 や 蓄 積

に 関す る もの で あ る。デ ジ タル カ メ ラ．カ メ ラ付携帯電話が

一般化，高 解 像 度 化 し，そ れ に 伴い 自己 の 行動の 記録 （self
」

doeumentation） に 関す る実 践 が 拡張 して い る。カ メ ラ付 携帯

電話 に よる ヴィ ジ ュ ア ル ァ
ーカ イ ビン グの 実践は，何気な い 日

常 を潜 在 的 な ニ ュ
ー

ス 価値の ある場 へ と変化 させ
匚2°］
，特 に高

校 生 を 中 心 に 数多 くの 写真 が 携帯 電 話 に 蓄積 され て い た。カ

メ ラ付携帯電話か ら プ ロ グ や SNS の サ イ トへ の 投稿 も．高校

生 や 20 代の 調 査 対象者 を 中心 に 観 察さ れ た。例 えば 18歳 の

高校 生 の 女性は，「デ パ ー
トで 気 に 入 っ た洋 服が あ っ た ら，ま

ず は ケ
ー

タ イ で 写 真 を撮 っ て ．そ れ を mixi に あ げ て お き ま

す。そ うす る とみ ん な コ メ ン トして くれ る の で，そ れ を見な

が ら買 うか どうか 考 え る。」 とい うよ うに，都市空 間で 得た視

覚情 報 を SNS に 投 稿 して い た。ま た，例 えば プ リ ク ラ の よ う

な．特 定の 場 所 で 収 集可 能 な情 報を提供 する サ
ービ ス （location

based　information　services ）も，携帯電話 とい うモ バ イ ル キ ッ

トと親 和性 が 高い 。こ こ で は，こ の よ うな都 市 空 問に おい て 行

わ れる 日々 の 情報の 生 成や 収集に つ い て 検討 して みた い 。

　最初 に 紹介 し たい の が カ メ ラ 付 携帯 電話 の 撮 影 に よ る情報

の 収集で あ る。こ れ は 記 念碑 的な撮 影か らメ モ まで 11囁広 く行 わ

れ て い る 実践で ある 。 調査対象者は 自分の 趣 味や 嗜好 に あわ せ

て カ メ ラ付携 帯 電話 を利 用 して い る 。以 下 に そ の
一
例をあ げ る。

［18 歳　高校生 　女性］

　「太鼓の 達人 」（〔ア
ーケードゲーム ））に は ま っ て て，1．回 や っ

て 終わ る と、表示 さ れ る 得 点 を必 ず ケータ イで 撮る か．メ モ を

とる ん で す。それ で 溜 ま っ て きた ら家 で エ ク セ ル の 表 に 得点 を

入力 して い っ て，他 の ドン ター （（太 鼓の 達 人 を愛好する 人 々 ））

に 見せ た りす る ん で す 。

　ま た，特 に女子高校生 や 10代の 女性 は，携帯 電 話 に 「プ リ

ク ラ （ゲ
ーム セ ン ターな どの プ リン トシ ール 機 で 撮影 され た 写

真）」 で 撮 影 した画像 を蓄積 して い た。今 日，プ リク ラ ブー
ス

で は 撮 影 した プ リク ラ の うち何枚か を 選択 し て．そ れ を指定 し

た携帯 電話 の ア ドレス に 送信する こ とが 可能で ある。本稿 の 調

査 対象者 の うち．高校生 と大学生全員が 携帯 電話 に プ リク ラ の

両像 を保 存 して い る こ とが 確認 さ れ た。プ リ ク ラ は，ロ ケ
ー

シ ョ

ン ベ ース の 情報提供 サ
ービ ス と して 特 定 の 世 代 に お い て 地 位 を

得 て い る。

　 ネ ッ トワ
ー

ク 化 が進 ん だ モ バ イ ル の 可 能性 の 1 つ は，ど こ

に い て も様 々 な情 報 に ア ク セ ス 可 能 な こ とで あ ろ う。実 際，高

校 生 や 大学 生 の調 査対象者の 携帯電話の 中に はイ ン ターネ ッ ト

上 か ら取得 した 「ネタ画 像」や 「ケ
ー

タ イ ク
ーポ ン 」 な どが 多

数 保存 され て い た 。 し か し
一
方で、ロ ケー

シ ョ ン ベ ース の サ
ー

ビス は こ れ とは 異 な る 方向性 を持 つ 。そ れ は 「ある特定の 場所

で こ そ ア クセ ス 可 能な情報」に対 す る 価 値付 け で あ る 。 上 述 し

た よ うな事例は，どこ で も様 々 な （もし くは ど こ にい て も1司じ）

情報 に ア ク セ ス 可 能 に す る 現行 の 方向性 とは 異 な る可 能性 を示

す 1 つ の 例と
．
考える。

　こ れ まで，モ バ イル キ ッ トに媒介 され た都市空 間で の 情報収

集 に つ い て．ギに 携帯 電 話 に よ る デ ジ タ ル デ
ー

タ の ア
ー

カ イ ビ

ン グ に つ い て 言 及 して きた ．携帯 電 話 が ヴ ィ ジ ュ ア ル デ
ー

タ を

保 存可 能 な よ うに な っ て か ら，ヴ ィ ジ ュ ア ル ア
ーカ イ ビ ン グの

媒 体 は デ ジ タル に移行 して きて い るが，それ で もなお紙 媒体 に

よ る 情 報収 集 も根 強 い 、，例 えば 50 代 の パ ートタ イム で 勤務 す

る女性 は，訪れ た レス トラ ン の 情報が記 載され た 名刺 をノート

に貼り付けて 収集 して い た。ノ
ートに は名刺 と と もに メ ニ ュ

ー

な どの 情報 も記載 さ れ，そ れ は何 か会合 が あ っ た と きに レス ト

ラ ン の リ ス トと し て利用 され て い た。同 様 に 22 歳 の 大 学 生 の

女性 は，雰囲気 の い い カ フ ェ を故策す るこ と に 関心が あり，そ

の 日訪 れ た お 店 で 名 刺 や ス テ ッ カ
ー

な ど を 収 集 し 自身の ス ケ

ジ ュ
ール 帳に貼 りつ け て 記録 し て い た。こ の よ うに，ロ ケ

ー
シ ョ

ン ベ ース の 情 報収集 におい て は．デ ジ タ ル メ デ ィア と ともに 紙

．
媒体 も利 用 され て い る。

　 こ れ まで 見 て きた よ うな 都市空 間 か らの i青報収 集 は，自分 自

身 の 行動 履歴 をデ
ー

タ と して 蓄積 して い く実 践 で あ る。プ リク

ラや ゲ
ー

ム の ス コ ア に して も，お 店の 情 報 に して も，そ れ は ま

さ に 日 常生 活の 記 録 で あ り，個 々 人の 特徴 を強 く表象 す る も の

で ある 。 こ の よ うな生 活記録 は 「ラ イフ ロ グ」 と して 盛ん にな

りつ つ あ り．主 に は 過 去の 行 動履 歴 の 検索や内省的な 振 り返 り

の た め に利 用 され て い る。それ と と もに，モ バ イ ル キ ッ トに よ っ

て祁 市 空 間 におい て情 報を収集 して い くこ とは．その 人の 軌 跡

や 履歴 を 蓄積 して い くこ とに もつ なが る。こ の こ と を補 完 す る

例 と して，以 下 の イ ン タ ビ ュ
ー断片 をみ て お きた い 。

［19 歳　大学生　女性 ］

　友達 と遊 び に行 く時 は，古い ケ
ー

タ イ と新 しい の と 2 台持 っ

て い きます。データ が 転 送で き な くっ て ，で も前 の ケ
ー

タ イに

面 自 い 写真 とか メ
ー

ル とか が 入っ て い る の で ，それ を友 達 に 見

せ る た め に。カ バ ン もで か くな るん だけ ど，古 い ケータ イの 画

像 を 見 よ うとする ときは，（（SIM ）） カ
ー

ドを差 し替 え て み せ

て い ます。

　上 記 の 事 例 は，19 歳大 学 生 の イ ン タ ビ ュ
ー

か ら得 られ た も

の で あ る。彼女 は携帯電話 を機種 変 更 して 数 カ 月経 過 した 後 も，

機 種 変 更前 の 携帯電話 と機種 変更 後 の 携 帯 電話 2 台 を持 ち歩

い て い た。実際 筆者に よ る シ ャ ドウ イ ン グの と き も新旧の 携

帯 電 話 2 台 を持 っ て お り，面 白い 「ネ タ 写真 」 や プ リ ク ラ 写

真 を表示 す るため に古 い 機種 を立 ち上 げて 見せ て くれ た。高校

生 や 大 学生 に お い て は，携帯電 話や iPDd の よ うな機器 に 蓄 積

され た 個 人 の 履 歴 を 示 す視覚的 な デ
ー

タ が，放 課 後の フ ァ ス ト

フ ード店 や学校 と家との 往復 の 問に友人 と共 有 され る こ とが イ
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ン タ ビ ュ
ーか ら得 られた。こ の よ うに，モ バ イル キ ッ トに 媒介

され る形 で個 人の 履歴 は蓄積 され，共有 され て い く、

3 ．3　都市空 間 に足跡を つ ける

　 こ れ まで 見 て きた よ うに，モ バ イル キ ッ トは 都 市 空 問で の

一
時的な 「キ ャ ン ピ ン グ」 や 「コ ク

ー
ニ ン グ 」の 実践 に 関与 す

る。そ して ，都 市 空 間 か らラ イ フ ロ グ の よ うに 自分 の 生活 履

歴 を紡 ぐ行為 を可 能に して い る。本 稿 で 取 り上 げる 3 つ H の

観 点 は，モ バ イ ル キ ッ トを介 して 都 市 空 問 に 「足跡 を つ け る

（footprinting）」 実践 で あ る。こ こ で 着 目す る モ バ イル キ ッ ト

は，tt．と して ポ イ ン トカ
ー

ドや電 子 マ ネ z メ ン バ ー
シ ッ プカ

ー

ド，ク レ ジ ッ トカ
ードな ど とい っ た 類 の もの で あ る。本研 究 の

調査 対 象者 も，特 に大 学 生以 上 に な る と数 多 くの カードと とも

に行 動 す る。japan．internet．com が 2008 年 に 20代 か ら 60代

まで の 男 女 330名 に行 っ た調査 に よれ ば，（「お サ イ フ ケータ イ」

を 除 く） 「IC カ
ー

ド （IC 認証 製 品）」の 所有率 は 91．8 ％で ，約

9 割 が何 らか の IC 認 証製 品 を所 有 して い る こ とが わ か る。所

持 して い る IC カ
ー

ドは，ク レ ジ ッ トカ
ードが 66 ，7％ ，　 IC 乗

車 券 の Suica が 55 ．3％．電子 マ ネーEdy が 49 ．5％ と続 い て い

る。さ らに は，IC カ
ー

ド を 5 枚 以 上 所有 して い る とい う人 は

34．4％ に な り，「3枚 以 上 」が 17．5％ で，ほぼ半 数が 3 枚以 上

所 持 して い る こ とに な る
［2S］
。本 調査 で も，調 査対 象 者 の 全 員

が 何 らか の IC カ
ー

ドや 紙媒体 の ポ イ ン トカード．　 ID カ
ー

ド

を所 持 して お り，財 布 の 中に は 少 ない 人 で 3 枚 （15歳 中学

3 年生，男 性 ）か ら，多い 者で 45 枚 （24 歳 社 会 人，女 性 ）

も の カ
ー

ドの 所持 が み ら れた。多 くの 調 査対 象 者 が カ
ー

ドの マ

ネジ メ ン トに 苦慮 して い る よ うで あ り，蔓延 する カ
ード類の た

め，財布 に入 れずに 自宅 の カ
ー

ドケース に 保 管す る例 も多数 み

られ た。

　 こ の よ うに
．．
般 化 して い る 紙媒体 の ポ イ ン トカードや IC

カ
ー

ドで あるが そ の 社 会科学 的 文脈で の 研究は 多 くは な い （例

えば，Mainwarning 　et　a1
匚141．　CoDper　et　al 　

I
　
15］
，鈴木 ，2007129 ］

な ど）。そ の 中 で 鈴 木 は，た と えば IC カ ー
ドに み ら れ る ポ イ

ン トシ ス テ ム に よ り 「わ た し」 が 遍在 す る姿 を描 い て い る 。 電

子 マ ネー
に よる 消 費行 動は，「私 を 表現 す る デ

ー
タ 」 とな り得

る。そ れが わ た しよ りもわた し を代弁 して し ま うと い う姿 と な

る
［29・1D

　 こ の よ うな IC カ
ー

ド等 に よ っ て，調 査 対象者 は都市空間 の

イ ン フ ラ，そ の 他様 々 な商業 施設 との 関係 を構 築す る。ユ
ー

ザ
ー

は，IC カ
ー

ドを利 用 す る こ と に よ っ て イ ン フ ラ や 商業施設に

自分 の 移動 履歴 や 購買履歴 を残す こ と にな る。そ れ を媒 介する

の が メ ン バ ー
シ ッ プ カ

ー
ドや ポ イ ン トカ

ー
ドで あ る とみ る こ と

が で きよ う。人々 が財 布 の 中に 保持する カ
ー

ド類 の 束 は，その

人 の 都市空 間で の 移動 を トレ
ー

ス する もの で あ り，商業 施設 に

とっ て は 顧客の ロ イヤ リテ ィ を追 跡 す る もの とな る。よ っ て ，

調査 対 象者 の 財 布の 中 に あ る IC カードの 束 は，経 済 的機能 と

と もに，イ ン フ ラ や 店舗 と の 社 会 的関係 の 可視 化 に も寄与 して

い るの で あ る。

　以 下で は 特 に，どの よ うに こ れ ら の モ バ イ ル キ ッ トが 人々 と

都市空問 に お け る様 々 な イ ン フ ラ や 商業施設 との 関係 を媒介 す

る か に 着 目す る。調 査対 象 者 の 中 に は，以
．
卜
．
の 例の よ うに 20

種類 もの ク レ ジ ッ トカ
ー

ドを管理 し，自分の 生 活に あわせ て 峻

別 し利 用 して い る 者 もい た。

［50 代 　社 会人 　男性 ］

　 こ の ク レ ジ ッ トカ
ー

ドは，8 の つ く日だ け使 い ます。ポ イ ン

トが 高 くつ く日だ け財布に 入 れて，ス ーパ ー
で 買 い 物 する とき

に 使 い ます。こ の ロ
ー

ソ ン の カ
ー

ド も，ポ イ ン トで 結構 い い も

の が も らえ る の で ロ ー
ソ ン に 行 く機会 も増 え ま した。．，．（（航

空 会社 の ））マ イ レ
ージ を貯め て夏 に家族 で 旅行 に行 くため で、

家族み ん なで う ま くマ イ レ
ー

ジ を貯め る よ う頑 張 っ て ます。

　上 記 の 男性にお い て は，消 費 活動が IC カ
ー

ド と密接 に 関係

し て い る 。 ク レ ジ ッ トカードの ポ イ ン トシ ス テ ム の 中で は．通

常 よ りも高い 割合 で ポ イ ン トが獲 得 で きる 日や ，ポ イ ン ト還 元

率の 高い 店舗が 設 定 され てい る。こ の 調 査対 象者は，「ポ イ ン

ト経 済 圏 」 に お い て，IC カ
ー

ドと 同盟 関係 を保 ち なが ら消 費

活 動 をな して い る。現 金 も通常持 ち歩 い て は い るが，それ とと

もに ，消 費行動に デ ジ タ ル なモ バ イ ル キ ッ トの存 在 も大 き く作

用 して い る。こ の よ うに 考え る と，消費活動 は そ の 人 の 購 買欲

求 の み に よ っ て 決定 さ れ る わ け で は な い 。ク レ ジ ッ トカード，

ポ イ ン トカード，クーポ ン 券，電 子マ ネーとい っ た モ バ イル キ ッ

ト，そ して 特 定 の 場所 との 関係 で 決 定 され て い る の で ある 。

　次の 例で は，リビ ン グル ーム に おい て 家族 で 共有 して い る ポ

イ ン トカ
ー

ドを 保 管 し．家庭 内 の 消費行動を管理 して い る 事例

で あ る 、、

［22 歳 　大 学生 　女性 ］

　自宅 の リ ビ ン グ に 家 族み ん な で た めて い る ポイ ン トカ
ー

ドを

入 れ て お くホ ル ダ
ー

が あ るんで す。例 えば家の 近所の ドラ ッ グ

ス トア に 行 く時 は，必 ず そ こ か らポ イ ン トカ ードを持 っ て い く

ん で す。今 は 離 れ て 暮 ら して い る姉 が た まに 実家 に帰 っ て くる

時 も，「歯 ブ ラ シ 買 い たい か ら カ
ー

ドを 置い と い て 」 と い うふ

うにケ
ー

タイに 連 絡 が 入 ります。

　 こ れ まで 見て きた 事例 にあ る ように ，消費活動は ク レ ジ ッ ト

カードや ポ イ ン トカ
ー

ド とい っ た モ バ イル キ ッ トと不 可 分 の 関

係 に あ る。調査 対象者た ち は，IC カードの よ うなモ バ イ ル キ ッ

トの シ ス テ ム に 埋 め 込 まれ た 形で，都 市空 間 の 消 費や サービス

と の 関係 をマ ネジ メ ン トして い る こ とが 見て 取 れ る。

　上 述 した よ うに，IC カ ー
ドに 媒 介 さ れ た 消 費活 動 を 行 う こ

とで，イ ン フ ラ や商業 施 設 に行 動 の 履歴，足跡を残すこ とに な

る。そ の
・．一
方で ，モ バ イル キ ッ トを用 い て ，都市空 間に お ける

消 費活 動 の 足 跡 を積極的に 管理 す る事例 も見 られた。24歳 女

性 の 社 会 人 は，「お 小 遣 い 帳 をつ けて い る の で す が，edy の お

サ イ フ ケータ イを使 えば ケー
タ イで履歴 を 見る こ とが で きるか

ら嬉 しい 。 会社 の そ ばで よ く使 う コ ン ビニ も edy が 使え る の で ，

楽。」 と 述べ て お り，消 費 活動 の 記録 を積極 的 に 保持 し閲覧 し

て い た、t

　家計 簿を ノ
ートに 記録 した り，紙 の ポ イ ン トカードに ポ イン
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トを た め る行 為 は 従 来行 わ れ て きた。しか し，そ の 行 為 を ク レ

ジ ッ トカ
ー

ドや IC カ
ー

ドを介 し て行 うこ とで ，購買履歴 の 一

覧の 取得 もよ り簡便に なる だ ろ う。また，先 の事 例 に示 した よ

うな 家庭内に お け る ポ イ ン トや マ イ レ
ージの 協 同的な収 集や移

行も，ポ イ ン トシ ス テ ム が デ ジ タル 化 され る こ と で 容易 に な る

と考え ら れ る。

　以 上 の よ うな モ バ イル キ ッ トを用 い た 消費 活動 は，都 市空閏

に お ける 自身の 行動の 足 跡をつ け る こ と につ なが る。IC カ
ー

ドや ク レ ジ ッ トカ
ードを介 した デ ジタ ル な利 用履 歴 は，「私 」

と商 業施 設 との 関係 の 履歴 で あ る と と もに，都市空間に お ける

移動や 経済活動 の 履歴 の 痕 跡 と もな る だ ろ う。 た だ し こ の 足 跡

や痕 跡 とい う概念 は、文 字通 り物 理的 な店舗や 施設に 刻印す る

行 為 とは異 な る。む しろ，「無印都市」 と も称 さ れ る よ うに フ

ラ ン チ ャ イ ズ化 され た 店 舗 に 囲 ま れ，顔馴 染 み の お 店で の 消 費

行 動が 珍 しい 今 日の 都市空間 におい て は ，物理 的な店舗や 施設

に 足 跡 をつ け る 行為 は 少 ない 。加 えて ．IC カードな どに よ っ

て デ ジ タ ル デ
ー

タ化 さ れ る 消費 活動が 増 え る こ とに よ り，個人

は よ り匿 名的 な存在 に な る だ ろ う。よ っ て 足 跡 や 痕跡 の つ け ら

れ た都市空 間とは，例 えば 「お さい ふ ケータ イ」の ようなモ バ

イ ル キ ッ トに 表示 さ れ る履 歴 を通 して 想 起 され る，個 々 人の 持

つ 認知的，概念 的 な都 市空 問 と考 え る こ とが で きる だ ろ う。

4．おわ りに

ニ ン グや キ ャ ン ピ ン グ の ような行為 を通 した，まさに都市空闘

の 私 的空 間化 と して 理 解で きる。それ 同時 に，匿名 的 な都 市 空

間 にお い て 自分に とっ て価値の あ る情 報 を収集 した り，自身の

消費行動履歴 を蓄積，閲覧する こ とを通 して個 別 の 都 市空間 を

形 成す る実践 と し て と らえる こ と もで きる、それ は い わ ば モ バ

イ ル キ ッ トを通 して 概念 化 され る パ ーソ ナ ル な 都 市 空 間 で あ

る 。 ポー
タブ ル な情報機 器 の 利用 とい う，あ ま りに 日常的で 目

立た な い 実践 に 着 目す る こ とで ，本稿 で は，今 日の パ ー
ソ ナ ル

化 さ れ た都市 空 間がモ バ イル キ ッ トの 利 用 と相互 反 映 的 に 形成

されて い るこ とが確 認 で きた と考える 。

注

（／） こ の 他 の カテ ゴ リ と しては ，「ペ ッ トボ トル ，食品，化粧
・
医 薬 品」

　が 6．8％ ，「鍵 」が 4，5％，「ID カ
ー一

ド」が 1．2％ ，「その 他 （例 えば

　IC レ コ
ーダ ，　 SD カ

ー
ド，　DVD ソ フ トな ど）」が 5，8％ であ っ た。

（2＞ なお，他の 大 カテ ゴ リ として、「携帯電話」な どを用 い た 「対人

　関係の マ ネ ジメ ン ト」，「鍵 」な ど に よ る 特定の 場所 へ の 「ア ク セ ス 」

　が 抽出 された。「対人 関係の マ ネジ メ ン ト」は主 に携 帯 電話 の 通 話

　1メ ール に よ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が主 で あ っ た、こ の 観 点 は多 く

　の 研究が 蓄積 され て い る ため 本 稿 で は 薔及 しない 。ま た「ア ク セ ス 」

　は主 に 「鍵」 と 「ID カ
ー

ド」に 限定 され て い た ため．以降の 分析

　 か ら除 外 した。

（3）調 査の た め の モ プ ロ グ の 投稿 自体 も，コ ク
ー

ニ ン グを 達成 す る

　た め の 手段 とな っ て い た可 能性 もあ る。電 車 内 な どか らの 投稿が

　 多か っ たの は，こ の 哩 由 も考 え られ る。

　本稿 で は，都 市 空間 との 相 互作用 とい うあ りふ れ た 凵常の ス

ケ ッ チ を研 究 対象 と して 設 定 した。そ の 上 で ，モ バ イ ル キ ッ ト

と名付 けた 携 帯可 能 な 情報機 器 が ，ど の よ うに 人 々 と都市 の イ

ン フ ラやサ
ービス ，場所 と関係 を媒介 し て い る か、3 つ の 特徴

的 な社会 的実 践 を 軸 に 描写 して きた．、もちろ ん，都市 空 間 で の

生活 とモ バ イル キ ッ トの 関係 は，こ こ に あ げ た 3 点 以 外 の も

の も多 様 に存 在 す るであ ろ うが，本稿 で は 調査対象者た ちの 問

で 共通 に 観察 され た今 1．．1的実践に 焦点 をあて た。

　本 稿 で 示 した 都
．
市空 間 に お け る 3 つ の 行 為 を総 じ て 考 察 す

る と，以下 の よ うに ま とめ られ る だろ う。まず，都 市 空 間に お

ける 自身の 生活履歴 に対 する 志 向が 高 ま っ て きて い る点が 興味

深 い 。都 市 空 間 で 情 報 を収 集 し蓄積 す る行 為 や．IC カ
ー

ドな

どを用い た経 済活 動 の 履 歴 が，個 人の 生 活記 録を可 視的 に す る

データ と して み な され は じめ て い る と推察 され る 。 さ ら に，蓄

積 され た 個 人の 都 市空 間で の 行為の 記録 は，先に 見た コ ク
ー

ニ

ン グ やキ ャ ン ピ ン グ の 実践 にお い て 閲覧，編 集 され る情 報 の 1

つ に もな る だ ろ う。

　 場所 の 意 味 を構 築 す るため に モ バ イル キ ッ トが用 い られ る 点

も興 味深 い 。こ れ まで 見て きた よ うに，人 々 は 都 市空 間 に お い

て 私 的空 間 を構 築 す る た め に モ バ イ ル キ ッ トを利 用 し て い た 。

また ，携帯電話の カ メ ラ な どデ ジ タ ル なモ バ イル キ ッ トが一般

化 す る こ とで ，事例 で 示 した よ うな ゲ
ーム セ ン タ

ー
の ような場

の 情報 （得点）な ども，収 集すべ き意味 の あ る対象 と して 再構

築さ れ る。

　 こ の よ うに 見 て くる と，人 々 は モ バ イル キ ッ トを用 い て 都市

空 間 をパ ーソ ナ ラ イ ズ 化 して い る と考 え ら れ る。そ れ は コ ク
ー
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